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村
有
施
設
の
指
定
管
理
者
の
公
募 

  

公
の
施
設
の
管
理
者
は
、
地
方
自
治
法
に
よ
り
自

治
体
ま
た
は
公
共
的
団
体
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、
自
治
体
か
ら
の
「
指
定
」

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
の
法
人
ま
た
は
団
体

が
公
の
施
設
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
（
指
定
を
受
け
た
法
人
ま
た
は
団
体
を
指
定
管

理
者
と
呼
び
ま
す
。）。 

 

こ
の
た
め
、
11
月
か
ら
村
有
施
設
の
管
理
を
行
う

指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す
。 

【
施
設
名
】 

 
 

小
笠
原
村
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
応
募
期
間
】
８
月
14
日
（月
）
〜
22
日
（火
） 

【
資
料
請
求
お
よ
び
応
募
先
】 

 
 

父
島 

村
民
課
福
祉
係 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 
村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

高
齢
者
向
住
宅
（
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
） 

生
活
協
力
員
募
集 

  

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
々
の
安
否

の
確
認
や
緊
急
時
の
対
応
、
関
係
機
関
へ
の
連
絡
、

情
報
提
供
な
ど
の
た
め
、
同
団
地
内
に
入
居
し
お
世

話
を
し
て
い
た
だ
く
生
活
協
力
員
を
募
集
し
ま
す
。 

【
住
宅
名
】 

東
京
都
小
笠
原
二
見
台
ア
パ
ー
ト
３
号
棟 

【
所
在
地
】
小
笠
原
村
父
島
字
清
瀬 

【
募
集
住
宅
】
３
Ｄ
Ｋ 

１
戸 

【
申
込
資
格
】 

 

次
の
①
〜
⑧
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方 

 
 

①
お
お
む
ね
20
歳
以
上
50
歳
未
満
の
方 

 
 

②
申
込
日
現
在
、
３
年
以
上
小
笠
原
村
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方 

 
 

③
東
京
都
小
笠
原
住
宅
条
例
・
規
則
に
定
め
る

入
居
資
格
を
有
し
て
い
る
方 

④
次
の
ア
〜
イ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

と
同
居
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
同
居
す
る
予

定
で
あ
る
方 

 
 
 

ア 

親
族
（
内
縁
関
係
、
養
親
子
関
係
、
婚

約
者
を
含
む
。
お
お
む
ね
20
歳
以
上
50

歳
未
満
） 

イ 

申
込
日
現
在
、
税
法
上
の
扶
養
関
係
に

あ
る
方
（
お
お
む
ね
20
歳
以
上
50
歳
未

満
） 

⑤
本
人
ま
た
は
「
④
」
に
該
当
す
る
親
族
等
の

い
ず
れ
か
が
、
常
時
在
宅
可
能
で
あ
る
方 

 
 

⑥
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
り
、
高
齢
者
の
生
活

を
理
解
し
、
援
助
に
対
し
て
熱
意
が
あ
る
方 

 
 

⑦
村
等
が
行
う
研
修
会
等
に
参
加
し
、
意
識
向

上
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
方 

 
 

⑧
村
に
対
す
る
債
務
を
完
納
し
て
い
る
方 

※ 

申
込
者
に
対
し
、
個
別
に
面
接
お
よ
び
書
類

審
査
を
お
こ
な
い
、
協
力
員
を
決
定
い
た
し

ま
す
。 

【
必
要
書
類
】 

①
申
込
書 

②
前
年
分
の
世
帯
の
所
得
を
証
す
る
書
類 

③
住
民
票
（世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
） 

【
住
宅
使
用
料
】
月
額 

４
万
４
千
円 

【
入
居
予
定
日
】
平
成
18
年
11
月
１
日 

【
募
集
期
間
】 

 
 

８
月
１
日
（火
）
〜
８
月
31
日
（木
） 

【
申
込
書
類
配
布
お
よ
び
申
込
場
所
】 

 
 

父
島 

村
民
課
福
祉
係（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

【
業
務
委
託
】 

 
 

生
活
協
力
員
に
決
定
し
た
方
は
、
村
と
の
委
託

契
約
に
よ
り
業
務
を
行
い
ま
す
。 

 
 

契
約
期
間
は
１
年
間
で
す
が
、
契
約
期
間
終
了

後
も
契
約
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

  

小
笠
原
村
職
員
の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】 

一
般
事
務
お
よ
び
一
般
技
術 

若
干
名 

 

【
採
用
予
定
日
】
平
成
18
年
11
月
以
降 

 

【
勤
務
場
所
】
本
庁
ま
た
は
事
業
所 

 

【
待
遇
】
小
笠
原
村
給
与
条
例
等
に
よ
る 

 

【
受
験
資
格
】 

 

《
大
学
卒
業
区
分
》 

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

《
高
校
卒
業
区
分
》 

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

※
両
区
分
と
も
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
、
介
護
者
な
し
で
職
務
の
遂

行
が
可
能
な
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

【
選
考
方
法
】
筆
記
お
よ
び
口
述
試
験 

 

【
試
験
日
時
】 

９
月
30
日
（土
）、
10
月
１
日
（日
） 

 

【
会
場
】
小
笠
原
村
役
場 

 

【
申
込
期
限
】
９
月
15
日
（木
）
必
着 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 
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ﾀﾞﾑ 貯水率 

7/26現在 

父島 

82/100 

母島  

77/100 

6月気象状況    （父島）

最高気温   31.7℃ 

最低気温   20.2℃ 

平均気温   26.3℃ 

平均湿度   84％ 

月降水量   123mm 

住民基本台帳登録者数（7/1）    

             2,368人 

             父島      母島    

  人口      1,925人   443人 

  世帯      1,035人  235人 

短期滞在者     14人      8人 
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小
笠
原
村
情
報
セ
ン
タ
ー 

利
用
時
間
変
更 

 

６
月
26
日
（月
）よ
り
利
用
を
開
始
し
、
７
月
末
日

ま
で
利
用
動
向
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
８
月
よ
り
次

の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
す
。 

 

【
利
用
時
間
】 

旧 

利
用
時
間 

午
前
９
時
〜
９
時 

新 

利
用
時
間 

午
後
１
時
〜
９
時 

（
た
だ
し
最
終
入
館
時
間
は
午
後
８
時
） 

【
電
話
番
号
】
旧 

電
話
番
号 

２
―
７
８
３
０ 

 
 
 
 
 
 

新 

電
話
番
号 

２
―
３
７
８
０ 

【
休
館
日
】
毎
週
木
曜
日 

 

ま
た
、
８
月
よ
り
最
新
の
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト

が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
事
を
条
件
に
個
人
パ

ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
を

認
め
ま
す
。利
用
料
金
は
Ｐ
Ｃ
利
用
と
同
額
（１
時
間

２
０
０
円
）と
し
ま
す
。 

 

【
そ
の
他
】 

９
月
よ
り
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
や
表
計
算
ソ
フ
ト
、

お
よ
び
Ｐ
Ｃ
の
基
本
操
作
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活

用
方
法
な
ど
の
各
種
講
習
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
質
問
や
ご
要
望
は
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
情
報
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
７
８
０ 

         

「
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
」 

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
の
更
新 

 

老
人
保
健
制
度
は
、
国
民
健
康
保
険
、
職
場
の
健

康
保
険
、共
済
組
合
の
加
入
者
や
そ
の
被
扶
養
者
で
、

以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。 

○
75
歳
以
上
の
人 

○
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
人 

○
昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人 

 

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
は
、
70
歳
以
上
で

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
に
、
75
歳
に
な

る
ま
で
の
間
交
付
し
て
い
ま
す
。 

 

老
人
保
健
制
度
の
見
直
し
、
ま
た
、
公
的
年
金
等

控
除
額
の
見
直
し
、
老
年
者
控
除
の
廃
止
、
老
年
者

に
係
る
住
民
税
の
非
課
税
制
度
の
廃
止
な
ど
の
税
制

改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
主
に
、
以
下

の
よ
う
な
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

○
医
療
等
に
か
か
っ
た
と
き
に
自
分
で
負
担
す
る
費

用
（
一
部
負
担
金
）
の
割
合
を
決
め
る
所
得
判
定

基
準
が
８
月
１
日
よ
り
変
わ
り
ま
す
（
現
在
、
ご

使
用
の
「
医
療
受
給
者
証
」
ま
た
は
「
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
」
が
更
新
さ
れ
ま
す
）。 

○
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
の
一
部
負
担
金
の
割

合
が
、
10
月
１
日
よ
り
２
割
か
ら
３
割
の
負
担
に

変
わ
り
ま
す
。 

○
１
か
月
間
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額
と
な

っ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
高
額
医
療
費
の
自
己
負

担
限
度
額
が
、
10
月
１
日
よ
り
一
部
引
上
げ
ら
れ

ま
す
。 

○
税
制
改
正
に
伴
い
所
得
区
分
が
上
が
る
人
で
、
一

定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
人
に
つ
い
て
は
、
自
己

負
担
限
度
額
等
の
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。 

 

老
人
保
健
制
度
適
用
対
象
者
に
は
、
制
度
改
正
の

概
要
、
制
度
改
正
に
伴
う
「
医
療
受
給
者
証
」
の
更

新
手
続
き
を
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
更
新
内
容
が

人
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
案
内
の
文
書
に
よ

り
更
新
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
８
月
１
日
以
降
、
今
ま
で
の
「
医
療
受
給

者
証
」
は
ご
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

国
保
高
齢
受
給
者
証
は
、
対
象
者
全
員
に
お
送
り

い
た
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

わ
な
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
の
実
施 

  

父
島
に
お
い
て
、
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
農
作
物
被
害
の

軽
減
を
目
的
に
、
８
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
農
地
お
よ
び

そ
の
周
辺
に
わ
な
を
設
置
し
、
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行

い
ま
す
。 

【
わ
な
の
設
置
場
所
】 

 
 

父
島
島
内
の
農
地
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
設
置
し

ま
す
。
わ
な
を
設
置
す
る
農
地
に
は
、
注
意
喚
起

の
た
め
の
看
板
等
が
立
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
わ

な
１
個
ず
つ
に
、
設
置
者
の
氏
名
等
を
明
記
し
た

標
識
が
付
け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
詳
細
な
設
置
場

所
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
の
村
民
だ
よ
り
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

【
わ
な
の
設
置
者
】 

 
 

わ
な
の
設
置
は
、
狩
猟
免
許
を
持
っ
て
い
る
農

業
者
、
ま
た
は
農
業
者
か
ら
依
頼
さ
れ
た
免
許
所

有
者
が
行
い
ま
す
。 

【
わ
な
の
種
類
】 

 
 

わ
な
の
種
類
は
、
く
く
り
わ
な
と
い
う
方
法
を

用
い
ま
す
。
く
く
り
わ
な
と
は
、
鳥
獣
の
通
り
道

な
ど
に
設
置
し
て
お
い
た
針
金
や
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー

プ
な
ど
で
作
っ
た
輪
に
よ
っ
て
、
鳥
獣
の
足
や
体

を
く
く
り
捕
ら
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。
通
常
、

人
が
誤
っ
て
か
か
っ
て
も
簡
単
に
は
ず
せ
る
も
の

で
す
。 

【
わ
な
の
設
置
期
間
】 

 
 

周
年
設
置
し
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

 
 

わ
な
は
昼
夜
を
問
わ
ず
設
置
さ
れ
ま
す
の
で
、

特
に
夜
間
に
は
、
農
地
周
辺
に
立
ち
入
ら
な
い
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
は
放
し

飼
い
に
せ
ず
、
飼
育
者
の
責
任
で
管
理
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

村
民
の
南
島
利
用
方
法 

 

南
島
は
、
国
有
林
で
あ
り
、
ま
た
自
然
公
園
の
特

別
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
規

制
が
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
自
然
の
保
全
と
回
復
の

た
め
に
利
用
の
適
正
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

現
在
南
島
で
は
、
東
京
都
と
小
笠
原
村
の
協
定
、

林
野
庁
お
よ
び
環
境
省
や
ガ
イ
ド
業
者
の
協
力
に
よ

り
、「
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
」に
よ
る
保
護
と
利
用

の
調
整
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 一

般
の
村
民
の
方
が
、
ガ
イ
ド
業
者
の
ツ
ア
ー
以
外

で
南
島
を
利
用
さ
れ
る
場
合
（
個
人
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
目
的
で
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
を
利
用
し

て
）
に
お
い
て
も
、
村
役
場
へ
の
入
島
の
届
出
が
必

要
で
す
。 

  

美
し
い
南
島
の
自
然
環
境
を
保
全
し
、
い
つ
ま
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
自
主
ル
ー
ル
・
共
通
ル
ー

ル
を
遵
守
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

【
自
主
ル
ー
ル
（
一
般
村
民
利
用
）】 

 

①
ガ
イ
ド
業
者
の
ツ
ア
ー
以
外
で
村
民
が
南
島
へ

入
島
す
る
際
は
、
入
島
前
日
（
休
日
の
場
合
は

直
近
の
平
日
）
ま
で
に
、
村
役
場
産
業
観
光
課

へ
入
島
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

②
入
島
に
あ
た
っ
て
は
、
自
然
観
察
路
以
外
の
区

域
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

（
図
１
の
と
お
り
） 

 

③
上
陸
時
間
は
２
時
間
以
内
と
し
ま
す
。 

 

④
上
陸
の
前
に
、
衣
服
や
靴
に
付
着
し
た
種
子
・

泥
を
落
と
す
よ
う
に
し
ま
す
。 

 

⑤
植
生
回
復
の
た
め
、
年
３
か
月
間
は
養
生
期
間

と
し
、
そ
の
間
は
入
島
を
自
粛
し
ま
す
。 

（
11
月
上
旬
〜
２
月
上
旬
） 
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【
共
通
ル
ー
ル
】 

 
①
植
物
、
動
物
、
木
片
類
、
石
な
ど
自
然
に
存
在

す
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
す
る
。 

 
 

②
動
物
、
植
物
、
種
子
、
昆
虫
な
ど
の
移
入
種
を

持
ち
込
ま
な
い
。 

  

③
動
物
に
え
さ
を
与
え
な
い
。 

  

④
動
物
を
驚
か
し
た
り
、追
い
立
て
た
り
し
な
い
。 

  

⑤
岩
石
な
ど
に
落
書
き
を
し
な
い
。 

  

⑥
ご
み
は
捨
て
ず
、
す
べ
て
持
ち
帰
る
。
ま
た
、

海
へ
投
棄
し
な
い
。 

ま
た
、
タ
バ
コ
な
ど
の
火
の
始
末
に
は
十
分 

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
利
用
経
路
図
】 

               

●
届
出･

問
合
せ
先 

産
業
観
光
課
２
―
３
１
１
４ 

         

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

【
日
程
】
９
月
９
日
（土
）、
10
日
（日
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
申
込
期
間
】
８
月
14
日
（
月
）
〜
９
月
５
日
（
火
） 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
の
で
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 ２

―
３
１
１
１ 

 

父
島
野
ネ
コ
対
策
事
業 

 
 

村
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢

手
術
を
施
し
、
新
た
な
野
ネ
コ
の
増
加
を
防
ぐ
「
野

ネ
コ
対
策
事
業
」
を
平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

３
７
０
頭
を
超
え
る
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢
手
術
を
施

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

事
業
は
通
年
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
年
３
回
、

集
中
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。 

野
ネ
コ
の
一
時
捕
獲
は
、
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

に
は
、
捕
獲
用
の
カ
ゴ
を
貸
し
出
し
ま
す
。 

 

建
設
水
道
課
ま
た
は
母
島
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

【
集
中
捕
獲
期
間
】 

９
月
４
日
（月
）〜
９
月
10
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

交
信
し
よ
う
、
南
極
・
上
野
・
小
笠
原 

  

全
国
の
学
校
で
開
催
さ
れ
て
い
る
朝
日
南
極
教
室 

が
夏
休
み
の
小
笠
原
に
や
っ
て
き
ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
23
日
（
水
） 

午
後
１
時
〜
３
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
内
容
】 

①
第
45
次
南
極
越
冬
隊
同
行
記
者
に
よ
る
講
演 

 

②
衛
星
回
線
を
使
っ
て
、
南
極
昭
和
基
地
と
上
野 

 

国
立
科
学
博
物
館
（
南
極
展
）
と
の
三
元
中
継 

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

 

③
南
極
ク
イ
ズ
・
質
問
タ
イ
ム
な
ど 

※
詳
細 

ポ
ス
タ
ー
に
よ
り
掲
示
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

       

小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式
典 

 

平
成
18
年
度
小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式
典
を

次
の
と
お
り
挙
行
し
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご
参
列

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
父
島
】 

 
《
日
時
》
８
月
15
日
（火
）
午
後
５
時
〜 

 
《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
15
日
（火
）
午
前
11
時
45
分
〜 

 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 

２
―
２
４
８
６ 

母
島
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
８
８ 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
８
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
８
月
７
日
（月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

巡
視
艇
体
験
航
海
開
催 

 

小
笠
原
海
上
保
安
署
で
は
、
海
上
保
安
業
務
を
一

層
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

２
０
０
６
開
催
に
合
わ
せ
、
８
月
12
日
（土
）と
14
日

（月
）の
２
日
間
、
当
署
所
属
艇
「
さ
ざ
ん
く
ろ
す
」

に
よ
り
二
見
湾
内
の
体
験
航
海
を
実
施
し
ま
す
。 

（
航
海
時
間
は
30
分
で
す
。） 

 

こ
の
体
験
航
海
に
、
一
般
公
募
に
よ
り
50
名
の
皆

様
を
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

【
出
港
時
間
】
受
付
は
出
港
20
分
前
か
ら 

① 

午
前
10
時 

② 

午
前
11
時 

 

③ 

午
後
２
時 

 

④ 

午
後
３
時 

 

【
受
付
・
出
港
場
所
】
小
笠
原
海
上
保
安
署 

 

【
申
込
方
法
】
※
電
話
に
よ
る
申
込
不
可 

 
 

ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
、
乗
船
希
望
日 

お
よ
び
出
港
時
間
（
第
３
希
望
ま
で
）、
乗
船
希
望

者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
の
う
え
、当
署
ま
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
１
回
に
４
名
ま
で
申
込
み
で
き
ま
す
。 
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【
申
込
締
切
・
乗
船
案
内
】 

 
 

８
月
７
日
（
月
）
当
署
必
着 

 
 

抽
選
の
結
果
、
乗
船
が
決
定
し
た
方
に
は
、
ハ 

ガ
キ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

【
そ
の
他
】 

 

○
４
歳
以
下
の
お
子
様
は
乗
船
で
き
ま
せ
ん
。 

 

○
小
学
生
以
下
の
お
子
様
は
保
護
者
の
同
伴
が
必 

 

要
で
す
。 

 

○
天
候
等
に
よ
り
、中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

 
 
 

２
―
７
１
１
８ 

 
 

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

 
            ogasawara@kaiho.mlit.go.jp 

 

交
通
安
全
教
室
開
催 

 

◎
二
輪
車
実
技
講
習
会 

 

【
日
時
】
８
月
29
日
（
火
） 

午
前
９
時
30
分
〜
（
約
２
時
間
） 

 

【
場
所
】
二
見
港
第
一
物
揚
場 

 

【
参
加
資
格
】
自
動
二
輪
（
原
付
）
免
許
を
保
有
し
、 

 

バ
イ
ク
を
持
ち
込
み
で
き
る
方 

 

【
そ
の
他
】
当
日
青
灯
台
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
見
学
者
も
大
歓
迎
で
す
。 

※
当
日
、
雨
天
の
場
合
は
８
月
30
日
（
水
）
に
開 

催
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
腹
話
術
等
に
よ
る
交
通
安
全
教
室 

 

【
日
時
】
８
月
29
日
（
火
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
４
時
30
分
〜
（
約
１
時
間
） 

 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

※
受
講
者
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

 

平
成
19
年
４
月
１
日
時
点
で
、
小
笠
原
村
に
１

年
以
上
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

【
日
程
】
10
月
６
日
（
金
）
〜
16
日
（
月
） 

 
 
 
 

（
夜
間
６
日
間
程
度
。
こ
の
日
程
の
ほ
か 

 
 
 
 
 

に
現
地
講
習
が
あ
り
ま
す
。） 

【
申
込
用
紙
配
付
場
所
】 

 

《
父
島
》 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

《
母
島
》 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

【
申
込
用
紙
配
付
期
間
】 

８
月
21
日
（
月
）
〜
９
月
４
日
（
月
） 

【
申
込
期
限
】
９
月
４
日
（
月
） 

【
そ
の
他
】 

 
 

申
込
人
数
に
よ
り
、
実
施
し
な
い
場
合
が
あ
り 

ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
の
新
規
認
定
講
習
に
つ
い

て
も
受
講
希
望
者
数
の
減
少
に
よ
る
開
催
の
困
難

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
希
望
さ
れ
る
方
は
今
回
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 

２
―
２
１
２
３ 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
の
皆
様
へ 

 

東
京
都
と
小
笠
原
村
か
ら
の
お
願
い 

 

日
ご
ろ
か
ら
小
笠
原
の
自
然
の
保
護
と
利
用
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
南
島
お
よ
び
母
島
石
門
一
帯
の
観
光
利
用

に
は
、
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
の
同
行
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
、
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド

は
、
南
島
お
よ
び
石
門
一
帯
の
自
然
の
保
護
並
び
に

適
正
な
利
用
を
図
る
た
め
に
活
動
し
て
い
た
だ
く
ガ

イ
ド
を
養
成
、
認
定
す
る
制
度
で
す
。
認
定
さ
れ
た

ガ
イ
ド
の
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
資

格
を
生
か
し
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
南
島
へ
の
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
る
事
業
者

の
中
に
は
、
認
定
ガ
イ
ド
の
確
保
が
で
き
ず
困
っ
て

い
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
。 

南
島
の
保
護
お
よ
び
適
正
な
利
用
を
図
る
た
め
に
、

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
（南
島
）の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
で
、
活
動
が
可
能
な
方
は
、
積
極
的
に
ガ
イ
ド
事

業
者
さ
ん
へ
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
（
世
界
自
然
遺
産
担
当
） 

２
―
２
１
２
３ 

村
役
場
産
業
観
光
課 

 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

  

農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業
の
若
手
経
営
者
の
技 

術
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
小
笠
原
の
農
業
経
営 

の
方
向
を
模
索
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
農
業
者 

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
農
業
従
事
者 

 

【
日
時
】
各
月
の
お
が
さ
わ
ら
丸
最
終
便
出
港
翌
日 

 
 
 
 
 

午
前
10
時
30
分
〜
正
午 

 

※
当
日
が
土
日
の
場
合
は
、
最
終
便
の
前
便
出
港

翌
日
と
し
ま
す
。 

 

【
場
所
】 

《
父
島
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
本
館 

《
母
島
》
営
農
研
本
館 

 

【
内
容
】 

 

○
８
月
21
日
（
月
） 

 
 
 

土
壌
肥
料
・
果
樹
各
論
（
マ
ン
ゴ
ー
） 

 

○
９
月
26
日
（
火
）
野
菜
総
論 

○
10
月 

野
菜
各
論
（
果
菜
類
） 

○
11
月 

果
樹
総
論 

○
12
月 

果
樹
各
論
（
パ
ッ
シ
ョ
ン
・
柑
橘
類
） 

 

○
１
月 

病
害
虫
駆
除 

 

○
２
月 

植
物
病
理
・
農
取
法 

 

○
３
月 

野
菜
各
論
（
葉
菜
類
・
根
菜
類
） 

※
10
月
以
降
は
日
程
調
整
し
ま
す
。 

 

【
講
師
】
農
業
セ
ン
タ
ー
職
員 

 

●
問
合
せ
先 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー ２

―
２
１
０
４ 

 

◎
園
芸
教
室
開
催 

  

島
民
の
皆
様
よ
り
か
ね
て
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
園
芸

教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

 

内
容
は
、
基
本
的
な
作
物
栽
培
・剪
定
方
法
等
に
つ

い
て
講
義
・実
習
を
行
い
ま
す
。 

 

【対
象
者
】 

島
内
在
住
の
園
芸
に
興
味
の
あ
る
方
と
し
ま
す
。 

 

【開
催
日
】 

８
月
26
日
（土
） 

マ
ン
ゴ
ー
の
栽
培
・剪
定 

９
月
30
日
（土
） 

野
菜
の
栽
培 

10
月
29
日
（日
） 

レ
モ
ン
の
栽
培
・剪
定 

 

【場
所
】 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 

【時
間
】 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

 

【定
員
】 

20
名
（先
着
順
） 

 

【講
師
】 

農
業
セ
ン
タ
ー
職
員 

 

●
問
合
せ
先 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー ２

―
２
１
０
４ 
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ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
特
別
展
開
催
中 

 

【
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
イ
ル
カ
の
ふ
し
ぎ
展 

 
 
 
 

〜
穴
か
ら
さ
ぐ
る
イ
ル
カ
の
暮
ら
し
〜
】 

 
 

イ
ル
カ
の
体
の
し
く
み
や
不
思
議
を
や
さ
し
く

楽
し
い
展
示
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

《
期
間
》
８
月
31
日
ま
で
の
毎
日
と
９
月
３
日
〜 

 
 
 

25
日
の
間
の
入
港
中
開
館 

  

◎
催
し 

 

【
講
演
会
「
小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
」】 

８
月
２
日
（水
） 

【
タ
コ
の
葉
細
工
】
８
月
３
日
（木
）、
15
日
（火
） 

【
魚
セ
ミ
ナ
ー
】
８
月
６
日
（日
）、
21
日
（月
） 

【
ハ
カ
ラ
メ
は
が
き
】 

８
月
８
日
（火
）、
20
日
（日
） 

【
レ
イ
を
作
ろ
う
】
８
月
９
日
（水
） 

【
草
木
染
】
８
月
17
日
（木
）
20
名
要
予
約 

電
話
ま
た
は
ビ
ジ
タ
ー
受
付
に
て 

【
時
間
】
す
べ
て
午
後
７
時
〜 

 

こ
の
ほ
か
、
催
し
や
開
館
時
間
の
詳
細
は
、
街 

 

中
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

行
政
相
談 

 

行
政
相
談
と
は
、国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、「
説

明
に
納
得
で
き
な
い
」
「
処
理
が
間
違
っ
て
い
る
」

な
ど
の
苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け
る
相
談
窓
口
で
す
。 

電
話
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
お
手
紙
で
の
相
談
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

【
行
政
苦
情 

１
１
０
番
】 

総
務
省
東
京
行
政
評
価
事
務
所 

電 

話 

０
５
７
０
―
０
９
０
―
１
１
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―
５
３
３
１
―
１
７
６
１ 

〒
１
６
９
―
０
０
７
３ 

 
 
 

東
京
都
新
宿
区
百
人
町
３
―
28
―
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
宿
地
方
合
同
庁
舎 

 
 
 
 

東
京
行
政
評
価
事
務
所 

行
政
相
談
係 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
22
日
（
火
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
23
日
（
水
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
土
日
・
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
地
区
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

 

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日 

 

程
】
８
月
25
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

【
予
約
期
間
】
８
月
１
日
（火
）
〜
23
日
（水
） 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
土
日
・祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

９
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 
 

９
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（
旅
客
・
貨
物
） 

は
、
原
油
価
格
が
値
上
が
り
し
た
た
め
、
次
の
と
お

り
改
定
と
な
り
ま
す
。
※
（  

）
内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
６
９
０
円
（
＋
１
１
３
０
円
） 

小
人 

４
３
５
０
円
（
＋
５
７
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
３
５
０
円
（
＋
５
７
０
円
） 

小
人 

２
１
８
０
円
（
＋
２
９
０
円
） 

《
村
民
割
引
（
往
復
）》 

大
人 

５
６
６
０
円
（
＋
７
４
０
円
） 

小
人 

２
８
３
０
円
（
＋
３
７
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
７
９
０
円
（
＋
７
２
６
円
） 

《
２
等
品
》
８
２
４
０
円
（
＋
６
８
０
円
） 

《
３
等
品
》
７
６
９
１
円
（
＋
６
３
５
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（
１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
８
１
円
（
＋
73
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
６
４
円
（
＋
55
円
） 

 
●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（
株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

 

硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ 

 

【
日
程
】
９
月
９
日
（土
）
午
後
６
時
集
合
〜 

10
日
（日
）
午
後
７
時
二
見
港
着 

【
費
用
】大
人 

１
万
６
千
円
、 

学
生 

１
万
４
千
円
、 

小
人 

８
千
円
（２
等
船
室
使
用
） 

【
注
意
事
項
】 

 

○
行
程
中
の
食
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

○
各
島
に
は
上
陸
で
き
ま
せ
ん
。 

○
海
況
に
よ
り
、
行
程
を
一
部
変
更
ま
た
は
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
（株
）父
島
営
業
所
２
―
２
１
１
１ 

 

ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・ 

ス
イ
ム
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
イ
ル
カ
の
生
息
環
境

に
配
慮
し
、
参
加
者
に
安
全
な
ツ
ア
ー
を
提
供
す
る

た
め
に
、
昨
年
よ
り
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ

ム
の
自
主
ル
ー
ル
を
設
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

世
界
で
も
有
数
の
恵
ま
れ
た
イ
ル
カ
の
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
守
る
た
め
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解 

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

① 

ひ
と
つ
の
イ
ル
カ
の
群
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き

る
船
の
数
は
、
船
の
大
小
を
問
わ
ず
４
隻
ま
で
と

す
る
（ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
場
合
も
含
ま
れ
ま
す
。）。 

② 

２
隻
以
上
の
船
が
ひ
と
つ
の
群
れ
に
重
な
っ
た

場
合
は
、
水
中
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
回
数
を
１
隻
に

つ
き
５
回
以
下
と
す
る
。 

※
た
だ
し
、
必
ず
し
も
５
回
ま
で
可
能
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
そ
の
時
の
イ
ル
カ
の
状
況
や
他

船
に
対
す
る
配
慮
を
す
る
こ
と
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７ 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 
 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
夜
店
出
店
者
募
集 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６
の
各
イ
ベ
ン

ト
に
夜
店
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 
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【
申
込
方
法
】 

販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話

番
号
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
出
店
の

内
容
に
よ
り
品
目
お
よ
び
場
所
を
事
前
調
整
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

な
お
、
盆
踊
り
へ
の
出
店
申
し
込
み
を
さ
れ
た

方
は
説
明
会
を
８
月
９
日
（水
）午
後
６
時
か
ら
保

健
所
に
て
行
い
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
８
月
５
日
（土
）ま
で 

【
申
込
先
】
福
本
信
孝 

２
―
３
４
１
０ 

ま
た
は
２
―
３
９
５
３ 

 

◎
盆
踊
り
練
習
会 

  

今
年
も
恒
例
の
盆
踊
り
練
習
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

踊
り
の
輪
に
入
っ
て
踊
り
た
い
け
れ
ど
、
振
り
付

け
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
か
ら
、
本
番
前
の

肩
慣
ら
し
と
い
う
方
ま
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

参
加
さ
れ
た
方
に
は
記
念
に
「
盆
踊
り
マ
ス
タ
ー

認
定
証
」
を
発
行
し
ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
10
日
（木
）、
11
日
（金
） 

午
後
７
時
〜
９
時 

 
 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 

◎
盆
踊
り 

唄
い
手
募
集 

  

盆
踊
り
当
日
、
ヤ
グ
ラ
の
上
で
盆
踊
り
曲
を
唄
っ

て
み
ま
せ
ん
か
！ 

対
象
と
な
る
曲
目
と
、申
込
方
法

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
曲 

目
】
マ
ッ
コ
ウ
音
頭
、
東
京
音
頭 

 

【
申
込
期
限
】
８
月
９
日
（水
） 

【
申
込
先
】 

イ
ベ
ン
ト
協
議
会
事
務
局 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内 

２
―
２
５
８
７
） 

【
審
査
会
】 

８
月
10
日
（木
）ま
た
は
11
日
（金
）
午
後
７
時

よ
り
、
お
祭
り
広
場
に
お
い
て
審
査
会
を
行
い 

ま
す
。
唄
い
手
は
審
査
の
結
果
、
決
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
我
こ
そ
は
、
と
い
う
の
ど
自
慢
は

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
２
―
２
５
８
７ 

 

花
火
大
会
開
催
に
伴
う 

立
入
禁
止
区
域
等
の
設
定 

 

８
月
13
日
（日
）に
二
見
港
第
一
物
揚
場
（青
灯
台

岸
壁
）で
花
火
の
打
ち
上
げ
を
行
な
い
ま
す
。 

危
険
防
止
を
図
る
た
め
、
左
図
の
よ
う
に
「
立
入

禁
止
区
域
」「
車
両
通
行
止
」
「船
舶
侵
入
禁
止
区
域
」

「着
岸
禁
止
区
域
」を
設
定
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
０ 

 
 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
２
―
２
５
８
７ 

               

小
笠
原
「
島
か
る
た
」
完
成 

 

村
民
だ
よ
り
平
成
17
年
６
月
号
に
て
募
集
い
た

し
ま
し
た
「
小
笠
原 

島
か
る
た
」
は
３
５
４
点
の

応
募
を
い
た
だ
い
た
中
か
ら
46
点
を
選
考
し
、
完
成

い
た
し
ま
し
た
。 

読
み
札
採
用
者
の
方
に
は
記
念
に
完
成
品
を
お
送

り
し
ま
す
が
、
惜
し
く
も
選
に
漏
れ
た
作
品
も
甲
乙

つ
け
が
た
い
秀
作
ば
か
り
で
し
た
。 

ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
製
作
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
回
は
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
２
０
０
部
し
か
作

成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
島
内
外
で
小
笠
原
の
Ｐ

Ｒ
に
有
効
活
用
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
島
の
歴
史
・
文
化
を
知
る
教
材
と
し
て
、 

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
活
用
で
き
る
と
思
い 

ま
す
の
で
、団
体
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
用
し
た
い
方
、 

完
成
品
を
ご
覧
に
な
り
た
い 

方
は
商
工
会
事
務
局
ま
で
お 

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

 

● 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 
 

             

島
で 

あ
そ
び
隊
！ 

  

【
海
上
保
安
官
に
な
り
隊
！
】 

仕
事
を
体
験
し
な
が
ら
海
に
つ
い
て
知
ろ
う
。 

《
日
時
》
８
月
21
日
（月
） 

 
 
 
 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分 

 

《
場
所
》
海
上
保
安
署
玄
関
前 

《
募
集
人
数
》
20
名
（
小
・
中
学
生
対
象
） 

《
費
用
》
３
０
０
円
（
保
険
代
他
含
む
） 

《
持
ち
物
》
弁
当
、
飲
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、 

着
替
え
、
水
着
（
Ｔ
シ
ャ
ツ
着
用
） 

 

【
注
意
事
項
】 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

（
保
護
者
同
伴
で
の
見
学
は
可
能
で
す
。） 

○
天
候
に
よ
る
変
更
の
他
、
海
難
事
故
等
に
よ
っ

て
の
延
期
（８
月
24
日
）ま
た
は
中
止
の
場
合

も
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ 

あ
そ
び
隊
事
務
局 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

 

養
殖
漁
業
体
験
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集 

  

水
産
観
光
ふ
れ
あ
い
事
業
の
一
環
と
し
て
、
養
殖 

漁
業
の
体
験
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。 

 

【
体
験
内
容
】 

①
魚
の
成
長
ス
ラ
イ
ド
解
説 

②
沖
イ
ケ
ス
に
て
給
餌
体
験 

 

③
二
見
港
遊
覧 

 

※
参
加
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。 

 

【
体
験
日
程
】 

８
月
16
日
、
17
日
、
18
日
、
23
日
、
24
日
、 

25
日
、
29
日
、
30
日
、
31
日
、
９
月
４
日
、 

５
日
、
６
日
（
12
回
開
催
予
定
） 

 

【
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
前
11
時
ご
ろ 

 

【
定
員
】
各
回
15
名 

 

【
費
用
】
無
料 

た
い 

船舶進入禁止区域 
午後８時～９時半 

立入禁止区域 午後２時～９時半 

 打ち上げ地点  

着岸禁止区域 午後７時～９時半

着岸禁止区域 午後２時～９時半

 第一物揚場  

立入禁 止区域  
午後７時～９時半 

船客待合所

 青灯台  

 第二物揚場  

車両通行禁止区域 
午後８時～９時半 

車 両 通 行 止 
午後８時～９時半 

車 両 通 行 止

午後８時～９時半

海上保安庁警備艇 
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【
料
理
教
室
】（
参
加
費
ひ
と
り
１
０
０
０
円
） 

 
 

料
理
教
室
を
養
殖
漁
業
体
験
ツ
ア
ー
終
了
後
開

催
し
ま
す
。 

島
ず
し
を
握
っ
て
自
慢
し
な
が
ら
会
食
し
ま

し
ょ
う
。
ア
カ
バ
汁
付 

 

※
参
加
申
込
み
は
、
体
験
ツ
ア
ー
、
料
理
教
室
と
も

に
開
催
日
３
日
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
島
漁
協 

２
―
２
４
１
１ 

 

小
笠
原
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ナ
イ
ト 
報
告 

  

６
月
20
日
、
21
日 

夏
至 

小
笠
原
ネ
イ
テ
ィ
ブ 

ナ
イ
ト
で
は
、
賛
同
お
よ
び
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
20
日
火
曜
日
に
は
、

商
工
会
青
年
部
の
呼
び
か
け
に
よ
り
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク

が
開
催
さ
れ
、
61
人
の
参
加
者
と
と
も
に
ウ
ェ
ザ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
の
素
敵
な
夜
の
散
歩
を
楽
し
み

ま
し
た
。 

 

21
日
水
曜
日
、
夏
至
に
は
、
お
祭
り
広
場
に
お
い

て
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
多
数
の
参

加
者
と
共
に
楽
し
い
夜
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
賛
同
団
体
の
消
灯
、
各
家
庭
で
の
消

灯
も
か
な
り
の
広
が
り
を
み
せ
、
ス
ロ
ー
な
夜
を
島

民
、
観
光
客
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。 

ま
た
、
東
京
電
力
の
協
力
に
よ
り
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
中
の
発
電
量
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の

目
標
値
と
し
て
、
記
録
に
留
め
て
お
き
た
い
と
お
も

い
ま
す
。 

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
来
年
に
も
つ
な
げ
、
小
笠
原
の

梅
雨
明
け
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
に
育
て
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

【
午
後
８
時
〜
10
時
の
発
電
量
（父
島
）】 

《
平
成
15
年
６
月
21
日
》
７
０
４
０
kW 

《
平
成
16
年
６
月
21
日
》
６
４
７
０
kW 

《
平
成
17
年
６
月
21
日
》
６
３
１
５
kW 

《
平
成
18
年
６
月
20
日
》
５
９
６
１
kW 

《
平
成
18
年
６
月
21
日
》
５
７
５
２
kW 

 

●
問
合
せ
先 

清
水 

良
一 

 
 
 

２
―
３
３
８
６ 

 

ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ 

 
 
 
 
 
 
 

（
第
４
回
）
開
催 

  

小
笠
原
天
文
倶
楽
部
に
よ
る
、
小
学
〜
高
校
生
を 

対
象
と
し
た
星
空
観
望
会
「
ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・ 

キ
ッ
ズ
」
第
４
回
を
開
催
し
ま
す
。 

 

第
４
回
「
天
の
川
の
星
た
ち
」 

 

【
日
時
】
８
月
25
日
（
金
）
午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
受
付 

Ｂ
―
し
っ
ぷ
前
集
合 

 
 
 
 
 

受
付
後
は
お
祭
り
広
場 

 
 
 
 
 

（
雨
天
時
は
Ｂ
―
し
っ
ぷ
会
議
室
） 

【
費
用
】
小
学
〜
高
校
生
１
人
に
つ
き
１
０
０
円 

【
特
典
】
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
配
布
。
新
し
い
人
に
は
、

会
員
証
、
バ
イ
ン
ダ
ー
配
布 

【
持
ち
物
】
会
員
証
と
バ
イ
ン
ダ
ー
を
お
持
ち
の
方

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
天
文
倶
楽
部 

（
国
立
天
文
台
内 

官
谷
） 

２
―
７
３
３
３ 

         

     

精
神
保
健
福
祉
講
演
会 

 

【
日
時
】
９
月
４
日
（
月
） 

午
後
３
時
30
分
〜
午
後
５
時 

【
場
所
】
小
笠
原
支
庁
２
階
会
議
室 

【
テ
ー
マ
】 

う
つ
病
の
理
解
と
対
応
―
地
域
、
職
場
、
家
庭
で 

ど
う
支
え
る
か 

【
講
師
】 

東
京
都
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 

所
長 

佐
々
木 

昭
子 

医
師 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
９
５
１ 

 

精
神
保
健
福
祉
巡
回
相
談 

 

精
神
科
医
師
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」 

 

を
行
い
ま
す
。 

 
 

自
分
自
身
や
ま
わ
り
に
い
る
方
の
心
配
ご
と
に 

つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
無
力
感
が
強
い
、
人

づ
き
あ
い
が
上
手
く
で
き
な
い
、
眠
れ
な
い
な
ど

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。 

【
日
時
・
場
所
】
９
月
４
日
（月
）
母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 
 
 

９
月
５
日
（火
）
保
健
所 

※
予
約
制
で
す
。
８
月
18
日
（金
）
ま
で
に
保
健
所 

保
健
師
（
２
―
２
９
５
１
）
へ 

 

●
問
合
せ
先 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

２
―
２
９
５
１ 

 

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

【
小
笠
原
自
然
再
生
推
進
検
討
会
】 

 

昨
年
来
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
取
り
扱
っ
て
き
た
外

来
種
対
策
に
対
応
し
、自
然
の
再
生
を
進
め
る
た
め
、

環
境
省
が
主
体
と
な
り
「
小
笠
原
自
然
再
生
推
進
検

討
会
」
の
第
６
回
目
が
７
月
３
日
新
宿
御
苑
イ
ン 

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
検
討
会
に
は
、
環
境
省
、
林
野
庁
、
東
京
都

お
よ
び
小
笠
原
村
な
ど
の
各
行
政
機
関
並
び
に
専
門

家
、
地
元
の
関
係
団
体
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
も
参
加

し
、「小
笠
原
の
自
然
環
境
の
保
全
と
再
生
に
関
す
る

基
本
計
画
」の
最
終
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
基
本
計
画
の
目
標
と
し
て
は
、「
海
洋
島
と

し
て
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
生
物
種
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
た
、
小
笠
原
の
特
殊
で
脆
弱
な
自
然
環
境
に
つ

い
て
、
外
来
種
を
始
め
と
し
た
人
間
の
活
動
に
起
因

す
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
最
小
化
し
、
人
間
が
島
の
自
然

と
共
生
し
て
い
く
た
め
の
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
築

く
と
と
も
に
、
自
然
の
進
化
や
変
化
が
出
来
る
限
り

健
全
な
状
態
で
進
行
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
自
然
の

再
生
の
手
助
け
を
行
う
。」
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

内
容
と
し
て
は
、 

 

①
海
洋
島
に
残
さ
れ
た
「固
有
種
、
希
少
種
」、
「独
特

の
生
態
系
」の
保
全 

 

②
「外
来
種
に
攪
乱
さ
れ
た
生
態
系
」の
健
全
化 

 

③
自
然
と
共
生
し
た
島
づ
く
り 

 

④
小
笠
原
の
自
然
を
再
生
す
る
た
め
の
「仕
組
み
づ

く
り
」と
「小
笠
原
ル
ー
ル
」 

 

の
４
点
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
に
基
づ
き
、 

 

○
島
ご
と
の
自
然
再
生
の
目
標
と
対
策
の
方
向
性 

 

か
ん
や 
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○
主
な
外
来
種
ご
と
の
対
応
方
針
、
技
術
手
法
と
課

題
の
整
理 

 
 

 

○
島
づ
く
り
、
仕
組
み
づ
く
り
に
関
す
る
今
後
の
方

向
性 

 
 

 に
つ
い
て
、
検
討
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
、若
干
の
表
現
の
修
正
等
を
行
っ
た
後
、

住
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
案
の
公
開
と
意
見
募
集
）を
行
い
、そ
れ

ら
の
結
果
を
踏
ま
え
て
正
式
に
計
画
決
定
さ
れ
る
予

定
で
す
。 

今
後
は
こ
の
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
、
実
施
可
能
な
も
の
か
ら
各
関
係
行
政

機
関
等
の
調
整
に
よ
る
役
割
分
担
を
行
い
、
具
体
的

な
実
施
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
25 

「
ザ
ッ
ク
の
こ
ど
も
を
発
見
！
」 

  

先
月
号
で
お
伝
え
し
た
「
ザ
ッ
ク
の
出
産
」
で
す

が
、
イ
ル
カ
調
査
隊
で
は
ま
だ
発
見
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
は
じ
め
て
イ
ル
カ
調
査
隊

の
調
査
で
ザ
ッ
ク
の
こ
ど
も
の
撮
影
に
成
功
し
ま
し

た
。
６
月
29
日
、
イ
ル
カ
調
査
隊
員
３
人
で
ホ
エ
ー

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
船
に
乗
り
込
み
、「
今
日
は
ザ
ッ

ク
の
こ
ど
も
に
会
え
る
か
な
？
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
出
港
し
て
ま
も
な
く
、
弟
島
西
沖
数
十
メ
ー
ト

ル
の
沖
合
で
イ
ル
カ
の
群
れ
を
発
見
。
隊
員
の
一
人

が
「
ザ
ッ
ク
が
い
る
！
」
と
声
を
あ
げ
、
数
あ
る
背

ビ
レ
の
中
か
ら
ザ
ッ
ク
を
発
見
し
ま
し
た
。「
今
日

こ
そ
ザ
ッ
ク
の
こ
ど
も
に
会
え
る
か
も
」
と
潜
っ
て

み
る
と
、
ザ
ッ
ク
が
か
わ
い
い
こ
ど
も
を
連
れ
て
い

る
の
を
発
見
。
隊
員
達
は
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
、
他
に

乗
船
し
て
い
た
観
光
客
の
方
々
に
も
ザ
ッ
ク
の
こ
ど

も
の
話
を
し
て
、
船
内
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
何

か
と
話
題
の
多
い
ザ
ッ
ク
で
す
が
、
今
度
産
ま
れ
た

こ
ど
も
に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

          

◎
Ｏ
Ｗ
Ａ
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー 

 
「
ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
の
目
か
ら
見
た
小
笠
原
の
海
」 

 

【
日
時
】
８
月
５
日
、
11
日
、
18
日
、
23
日 

 

 
 
 

７
時
30
分
〜
８
時
30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

森 
恭
一
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
主
任
研
究
員
） 

【
費
用
】
資
料
代
と
し
て
５
０
０
円
（
小
中
学
生
２

５
０
円
、
幼
児
・
村
民
・
Ｏ
Ｗ
Ａ
会
員
無
料
） 

 

※
Ｏ
Ｗ
Ａ
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、
第
46
回
Ｏ
Ｗ
Ａ

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

養
成
講
座
（勉
強
会
）を
兼
ね
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
62 

 

―
３
本
の
棒
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
― 

 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
期
が
終
盤
に
入
っ
た
８
月
、

砂
浜
で
は
稚
ガ
メ
の
ふ
化
期
が
最
盛
期
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。 

 

       

ふ
化
し
た
子
ガ
メ
は
、
数
日
間
、
巣
穴
で
待
機
し

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
時
期
に
巣
に
近
づ
く
と
誤
っ

て
踏
み
抜
き
、
巣
穴
を
壊
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
犬
が
卵
の
に
お
い
を
敏
感
に
感
じ
取
る
よ

う
で
、
７
月
に
は
巣
穴
を
掘
り
出
し
て
し
ま
っ
た 

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。 

海
岸
で
犬
の
散
歩
を
さ
れ
る
飼
い
主
さ
ん
に
は
、

こ
の
季
節
に
は
普
段
以
上
に
ご
注
意
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 ◎
夏
休
み
子
供
プ
ロ
グ
ラ
ム 

  

こ
の
夏
も
、
島
っ
子
と
小
笠
原
に
遊
び
に
来
て
い

る
小
学
生
が
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
学
ぶ
環
境
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
、
食
・
海
・

植
物
で
す
。
自
然
素
材
を
使
っ
て
日
常
で
役
立
つ
知

恵
を
身
に
つ
け
た
り
、カ
メ
の
観
察
を
す
る
こ
と
で
、

自
然
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
で
き
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

【
島
の
小
学
生
と
内
地
の
小
学
生
対
象
】 

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ 

・
採
る
・
食
べ
る
》 

８
月
11
日
（金
）、
19
日
（土
） 

 
 

「
竹
パ
ン
を
焼
い
て
み
よ
う
！
コ
コ
ヤ
シ
っ
て

ど
ん
な
味
？
」 

 

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｂ 

・
編
む
・
飾
る
》 

８
月
16
日(

水) 

 
 

「
レ
イ
を
出
港
日
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
」 

 

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｃ 
・
作
る
・
使
う
》 

 
 

８
月
17
日(

木) 

 
 

「
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
で
結
ん
で
み
よ
う
」 

【
内
地
の
小
学
生
対
象
】 

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｄ 

ウ
ミ
ガ
メ
研
究
》 

８
月
７
日(

月)

、
13
日
（日)  

「
も
っ
と
知
り
た
い
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
」 

 

【
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
詳
細
】 

《
服
装
》
動
き
や
す
く
ぬ
れ
て
も
よ
い
服
装 

《
時
間
》
午
前
９
時
〜
正
午 

《
場
所
》
海
洋
セ
ン
タ
ー 

《
参
加
費
》
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
各
８
０
０
円
、 

Ｄ
１
０
０
０
円 

(

村
民
は
い
ず
れ
も
５
０
０
円) 

材
料
費
、
保
険
料
他
含
む
。 

《
定
員
》
８
名 

《
申
込
期
限
》
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
３
日
前
ま
で 

 

◎
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー 

 

ふ
化
場
に
お
い
て
、
砂
か
ら
出
た
て
の
子
ガ
メ
に

会
え
る
可
能
性
大
で
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
お

電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

《
８
月
の
開
催
日
》 

１
日
、
３
日
、
４
日
、
６
日
、
７
日
、
９
日
、

10
日
、
15
日
、
16
日
、
18
日
、
19
日
、
22
日
、

24
日
、
28
日
、
30
日 

《
時
間
》
午
後
８
時
か
ら
１
時
間
程
度 

《
場
所
》
海
洋
セ
ン
タ
ー
展
示
館 

《
費
用
》
村
民
無
料 

《
定
員
》
１
回
15
名 

 

◎
稚
ガ
メ
放
流
会 

  

ふ
化
場
で
ふ
化
し
た
稚
ガ
メ
を
、
な
る
べ
く
自
然

に
近
い
状
態
で
、
夜
８
時
か
ら
宮
之
浜
で
放
流
し
て

い
ま
す
。
日
程
は
、
ふ
化
状
況
し
だ
い
で
随
時
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

２
―
２
８
３
０ 

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
用
携
帯 

 
 
 
 

０
９
０
―
１
４
６
１
―
３
１
７
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

ザック（下）とそのこども（上）

↑皆さんに気がついてい
ただけるよう、巣穴の上に
は３本の棒を立てていま
す。掘ったり、棒を抜いた
りされませんようご協力
お願いいたします。 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第 ７８ 号 ― 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

             

イルカの伝言版 

 

 

 

健康に関するご相談 

村民課福祉係２－３９３９ 

イルカ：今週のゲストは、母島在住の小松さんです。ご家庭で楽しくきちんと食事をする

ための工夫を教えてください。 

小松さん：農業をしているため、トマトやおくら、シカクマメなどの島の野菜を使った料理

を食卓に出したり、島の野菜を子どもの好みの味付けにして茶・緑・赤・黄色の彩りを

考えてお弁当に入れたりしています。また、家族揃って一緒に食べることを基本にし

ています。 

イルカ：６人家族でワイワイにぎわい、食事の時間が楽しそうですね。ありがとうござい

ました！ 

【イルカの伝言板ゲスト募集中！！】 健康に関するミニコラムや体験談を書いていただける方

を募集します。興味のある方はご連絡下さい。 

 

 
 
 
って何？

 近年、外食や調理済み食品が多く食べられるようになり、

「食」をめぐる社会環境が変化する中で、「食」に関する考え方

を育て、適切な食生活を実践し、「食」に関わる人々への感謝の

念や理解を深めつつ、「食」に関する様々な情報に基づいて判断

する力を身につけることが大切です。 
 子どもたちが健全な食生活を送るため、高齢者が生き生きと

健康で生活するために、「食」について学習することを「食育」

といいます。  

食育基本法に基づき、食育推進基本計画が策定されました。 
この計画では、毎月１９日を食育の日、毎年６月を食育月間としています。 
平成１８年度は「みんなで毎日朝ごはん」をキャッチフレーズに、朝食の大切さやみんな 
で楽しく食事をしましょうと呼びかけています。 
 １日１食は家族そろって楽しく食事をとることや、栄養バランスのとれた食事が、心と 
体の健康の保持増進にとても大切です。家族だけではなく友人や同僚、恋人と一緒に食事 
を楽しみましょう。ただし、飲み過ぎ、食べ過ぎにご注意！！  
また、伝統的な食文化や地域の特性を生かし、文化の伝承として郷土食を子どもたちに 
伝えていきましょう。 
大自然豊かな小笠原の海の幸、野菜や果物をバランス良く食べて健康な体を作りましょう。 
（保健所だより８.９.１０月号の「食事バランスガイド」を参考にしてください。） 
そして、これらの海の幸や野菜・果物などの食料がどのように生産、収穫、加工、消費されるのか、食品の安全はどこ

で守られているのかを知ることによって、「食の自己管理能力」や「望ましい食習慣」を身に付けましょう。 

 保健所では健康栄養連絡会を開催しています。 
・ 目的は島民の健康づくりを推進するため、栄養改善や健康づくりに関わる関係機

関等の代表とネットワーク化を図り、連携していくことです。 
・ 栄養改善や健康づくりに関すること、効果的な健康づくりの知識の普及啓発に関

することを検討します。 
・ 今年度のテーマは、村民の食からの健康づくりで、大目標を「バランスよく食べる」と

しました。 



　　　入・出港日 　　　入・出港日

高齢者向住宅生活協力員募集（～３１） 養殖漁業体験ツアー

海洋センター ナイトレクチャー （１７,１８,２３,２４,２５,２９,３０,

（3,4,6,7,9,10,15,16,18,19,22, ３１,９／４,５,６）

24,28,30) 子供プログラムＢ

「レイを出港日にプレゼントしよう」

SF シマアジ放流

ビジターセンター催し　講演会 SF 南洋踊り＆ＫＡＫＡ

「小笠原のアオウミガメ」 ビジターセンター催し　草木染

子供プログラムＣ

定期予防接種 「ロープワークで結んでみよう」

ビジターセンター催し　タコの葉細工（,１５）

　　　入・出港日

　　　入・出港日

SF ウミガメ放流、小笠原JAMMIN 母島納涼祭

ＯＷＡナイトレクチャー（1１,１８,２３） 高校図書館開放

高校図書館開放

母島納涼祭

ビジターセンター催し　魚セミナー（,２１）

東京都自然ガイド申込用紙配付期間（～9/４）

　　　入・出港日

母島巡回労働相談 入港日

東京三弁護士会法律相談（母島）

ビジターセンター催し　ハカラメはがき（,２０）

東京三弁護士会法律相談（父島）

村民意見・提案・相談受付窓口 SF ウミガメ放流、南洋踊り＆ＫＡＫＡ

盆踊り唄い手応募締切

ビジターセンター催し　レイを作ろう

10 木 　　　入・出港日 出港日

第二東京弁護士会電話無料法律相談申込締切

子供プログラムＡ

「竹パンを焼いてみよう！ SF フラ・オハナ

ココヤシってどんな味？」（,１９） 高校図書館開放

SF 盆踊り大会（～1４）

高校図書館開放 SF ビーチバレー・ビーチかるた大会

　　　入・出港日 入港日

SF 花火大会

SF 野外映画会

村有施設指定管理者公募（～２２）

父島動物巡回診療申込（～９／５） SF ウミガメ放流

小笠原諸島戦没者追悼式典 出港日

SF 星空観望会

※SF：サマーフェスティバル

土

15 火

4 金

14

9

5 土

水

26

13 日

月

28

土12

11 金

27

22

金

日

16 水

火

木

21 月

19

3 木

17

行　事　予　定日付 曜日

金

行　事　予　定日付 曜日

1 火

2 水

18

20

31 木

30 水

6 日

8 火

7 月

日

29 火

23 水

月

土

24 木

25


